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平
成
三
十
年
度
玉
東
町
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
た
。

一
般
質
問
に
五
人
が
登
壇
、熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会平成30年第2回 玉東町議会定例会
６月13日から15日の３日間活発なそして慎重な審議が行われた

（
定
例
会
の
経
過
）

　

議
案
第
42
号
、
玉
東
町

職
員
の
定
数
条
例
の
一
部

改
正
す
る
条
例
の
制
定
。

　

議
案
第
43
号
、
職
員
の

自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
。

　

議
案
第
44
号
、
玉
東
町

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
条
例
一
部
の
改
正
。

　

議
案
第
45
号
、
ぎ
ょ
く

と
う
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
丘
設
置

及
び
管
理
の
条
例
一
部
改

正
。

　

議
案
第
46
号
、
平
成
30

年
度
玉
東
町
一
般
会
計
補

正
予
算
、
国
及
び
県
等
の

補
助
金
交
付
確
定
に
伴
う

額
の
変
更
。

　

議
案
第
47
号
、
第
48
号

及
び
第
49
号
は
、
特
別
会

計
補
正
予
算
。

　

以
上
、
審
議
し
議
決
致

し
た
。

（
狩
野
）

（
主
な
質
疑
）

ふ
れ
あ
い
の
丘
設

置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例（
議
案

第
45
号
）

問
坂
本
議
員

半
年
間
フ
リ
ー
パ
ス

券
町
内
外
の
大
人
・
高
齢

者
は
何
名
か
。

答
保
健
介
護
課
長

５
月
30
日
で
、
町
内

大
人
14
名
、
高
齢
者
28
名
、

町
外
大
人
36
名
、
高
齢
者

15
名
で
ト
ー
タ
ル
93
名
で

す
。
値
上
げ
に
対
す
る
救

済
策
と
し
て
、
回
数
券
11

枚
綴
り
を
12
枚
に
変
更
し

ま
す
。
経
営
状
況
は
開
業

以
来
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。
フ
リ
ー
パ
ス
の
入
館

者
に
負
担
し
て
も
ら
い
収

入
増
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
狩
野
議
員

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
券

値
上
げ
に
、
町
外
者
購
入

不
可
、
値
上
げ
で
利
用
客

減
少
の
可
能
性
も
。

答
町
長

運
営
委
員
会
で
も
、

か
な
り
の
異
論
が
出
た
。

施
設
老
朽
化
、
将
来
的
に

フ
リ
ー
パ
ス
券
廃
止
。

答
保
健
介
護
課
長

経
常
的
な
工
事
等
を

抜
い
た
金
額
。

28
年
度	

１
千
万
円
位
の

赤
字

29
年
度	

１
千
４
５
０
万

円
位
の
赤
字

問
林
議
員

改
善
さ
れ
た
部
分
で

町
外
券
を
な
く
す
の
は
、

要
は
聞
こ
え
が
悪
い
。
窓

口
で
の
対
応
が
大
変
だ
ろ

う
が
、
丁
寧
な
説
明
を
。

答
保
健
介
護
課
長

ま
ず
は
町
外
者
の
フ

リ
ー
パ
ス
券
を
な
く
し
、

将
来
的
に
町
内
の
利
用
も

な
く
す
。
受
付
に「
料
金

改
定
の
お
知
ら
せ
」
で
説

明
し
周
知
を
図
る
。
回
数

券
で
の
ご
利
用
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
併
せ
て
お
知

ら
せ
す
る
。

原
案
可
決
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熊本繭繊維跡地

平
成
30
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
議
案

第
46
号
）

問
坂
村
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
で
県

下
の
一
昨
年
の
納
税
額
が

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
順

調
に
進
め
て
い
く
観
点
か

ら
、
今
後
農
家
か
ら
出
品

さ
れ
る
返
礼
品
の
中
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
入
れ
、

安
定
し
た
返
礼
品
を
目
指

し
て
は
。

答
町
長

ぷ
ら
っ
と
ぎ
ょ
く
と

う
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

業
者
の
ほ
う
と
打
合
わ
せ

を
や
っ
て
み
ま
す
。

問
林
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

焦
点
を
絞
っ
て
の
運
営
は
。

「
町
と
し
て
こ
う
い
う
も

の
に
使
っ
て
い
る
」と
、
誇

り
を
持
っ
て
説
明
で
き
る

使
い
道
を
。

答
企
画
財
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
基
金

は
、
初
め
て
１
億
２
千
万

円
積
み
立
て
た
。
そ
の
内

３
割
は
納
税
者
の
指
定
さ

れ
る
意
向
に
添
っ
て
予
算

を
組
ん
だ
。
一
般
の
補
助

金
に
充
当
し
た
部
分
も
今

回
は
あ
る
。

問
清
田
議
員

共
同
調
理
場
運
営
費

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

給
食
の
安
全
性
と
働
く
人

の
労
働
条
件
は
大
丈
夫
か
。

答
教
育
委
員
会
事
務
局
長

４
月
の
人
事
異
動
に

伴
い
正
職
員
が
１
人
減
り

ま
し
た
が
非
常
勤
職
員
を

２
名
、
調
理
師
免
許
を
持

っ
た
方
を
採
用
。

　

学
校
給
食
を
提
供
す
る

う
え
で
、
安
心
安
全
面
は

確
保
出
来
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

安
全
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
、
毎
日
作
業
の

確
認
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

原
案
可
決

平
成
30
年
度
宅
地

開
発
特
別
会
計
補

正
予
算（
議
案
第

49
号
）

問
坂
本
議
員

宅
地
設
計
委
託
料
何

区
画
な
の
か
。
設
計
委
託

料
１
千
２
０
０
万
円
は
、

減
額
出
来
な
い
の
か
。

答
建
設
課
長

こ
れ
ま
で
説
明
し
て

き
ま
し
た
27
区
画
か
ら
区

画
数
を
増
や
す
方
向
で
詳

細
設
計
に
入
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
金
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
品
質
確

保
法
に
抵
触
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
一
応
積
み

上
が
っ
た
額
で
、
入
札
す

る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

原
案
可
決

財
産
の
取
得
に
つ

い
て（
議
案
追
加

日
程
第
２
）

問
吉
住
議
員

土
生
野
原
の
６
８
５

番
地
の
２（
製
糸
跡
地
）
で

今
回
買
収
で
残
っ
た
分
に

つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
建
設
課
長

こ
こ
は
７
名
の
方
が

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

残
り
６
名
の
方
に
つ
い

て
は
夏
場
ぐ
ら
い
に
は
契

約
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
今
年
も
梅
雨
時
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
期
に
は
毎
年
大
雨
に
よ
る
洪

水
災
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
洪
水
の

原
因
が
木
葉
川
の
断
面
積
が
小
さ
い
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
木

葉
川
の
現
状
を
見
る
と
常
識
な
ら
下
流
よ

り
改
良
工
事
を
や
る
べ
き
な
の
に
、
行
き

当
り
ば
っ
た
り
の
工
事
を
や
っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
が
、
町
は
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

答
町
長

木
葉
川
の
改
修
問
題
は
ず
い
ぶ
ん
前

か
ら
の
課
題
で
す
。
木
葉
川
の
氾
濫
で
揚
、

町
部
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
水
害
に
あ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
私
も
十
分
認
識
し

て
お
り
県
に
幾
度
と
な
く
お
願
い
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
重

い
腰
を
上
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
ち

ら
も
そ
れ
な
り
の
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
今
、
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答
建
設
課
長

県
は
木
葉
川
改
修
事
業
を
当
初
は
県

単
独
事
業
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
が
、
膨
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
27
年
度
よ
り
国
の
交
付
金
を

活
用
す
る
整
備
方
針
に
切
り
替
え
、
事
業

認
可
の
た
め
の
調
査
、
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
工
事
着
手
や
期
間
は
い
つ
に
な

る
の
か
問
い
合
わ
せ
を
し
ま
す
が
、
明
確

な
回
答
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
現

在
の
工
事
は
本
体
改
修
着
手
迄
の
暫
定
的

な
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
玉
東
町

の
最
終
目
標
は
早
期
の
河
川
改
修
の
着
手
、

完
成
で
す
。
引
き
続
き
県
、
国
へ
の
要
望

活
動
を
今
後
も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議һ̑ਓ͕Ұൠ࣭໰ʹొஃ

質　問　者 質　問　事　項

٢ ॅ ః ෉ ◦木葉川改良の現状と今後

େ ৓ ށ ኍ ੅ ◦木葉山の山崩れ　◦学校林

ङ ໺ উ ࣍ ◦「ＯＷＮＥＲＳ」

ࡔ ຊ ࿨ ໵ ◦玉東中学校歩道　◦玉名中央病院の超過勤務

ࡔ ଜ ༐ ࣏ ◦玉名中央病院の超過勤務　◦農業用潅水施設の使用料

木葉川下流玉名市生見付近
河川敷の部分撤去

木
葉
川
改
良
の
現
状
と

今
後

吉
住　

貞
夫
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
玉
東
町
は
、
農
産
物
の
お
い
し
い
品

物
が
収
穫
さ
れ
る
地
域
で
知
ら
れ
て

い
る
。
よ
り
一
層
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
共

に
、
農
家
所
得
増
収
の
為
に
も
消
費
者
が

数
ヶ
月
前
か
ら
予
約
注
文
を
入
れ
、
収
穫

時
あ
る
い
は
完
成
後
に
商
品
を
届
け
る
オ

ー
ナ
ー
制
度
の
仕
組
み
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
展
開
す

る
の
が
「
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
で
す
。
運
営
上
、

行
政
の
力
添
え
が
不
可
欠
。

答
産
業
振
興
課
長

「
一
般
社
団
法
人
ぷ
ら
っ
と
ぎ
ょ
く

と
う
」事
業
の
中
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
認
定
農
家
後
継
者
部
会
の「
ぎ
ょ
く
だ

ん
」が
生
産
す
る
果
物
の
販
売
も
行
っ
て
、

活
動
を
活
発
化
し
、
新
た
な
生
産
者
の
受

入
拡
大
し
て
供
給
体
制
強
化
、
生
産
者
育

成
を
図
り
た
い
。

問
今
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
全
国
各
地
で
オ

ー
ナ
ー
制
度
が
掲
載
さ
れ
て
ま
す
。

県
内
で
行
政
が
支
援
さ
れ
て
い
る
地
域
が

何
ヶ
所
か
有
り
、
紹
介
し
ま
す
。

①
山
都
町
白
糸
地
区
。
事
業
名
が
、
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
国
補
助
金
活

用
で
、
迫
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
お
茶
、
年

間
２
万
２
千
円
で
参
加
。

②
天
草
市
有
明
町
、
ま
ち
作
り
団
体
、
２

０
０
７
年
取
組
、
不
知
火
１
本
１
万
２

千
円
、
温
州
の
木
１
本
１
万
円
。

③
球
磨
村
の
杉
谷
棚
田
。
棚
田
保
全
目
的

に
昨
年
か
ら
行
政
と
地
元
保
存
会
が
企

画
。

答
町
長

そ
れ
を
す
る
に
は
人
材
も
必
要
、
地

権
者
の
思
い
、
同
意
も
必
要
だ
と
。
オ
ー

ナ
ー
制
度
を
や
っ
た
場
合
、
利
点
、
マ
イ

ナ
ス
が
あ
る
か
し
っ
か
り
調
べ
て
や
ら
な

く
て
は
。

　

今
度
人
員
を
増
や
す
と
な
れ
ば
財
政
的

も
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
角
度
、
検
討
が
必
要

と
思
う
。

問
山
崩
れ
は
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
と

思
わ
れ
る
が
、
調
査
結
果
に
つ
い
て

の
崩
れ
場
所
・
規
模
・
今
後
の
対
策
は
。

答
産
業
振
興
課
長

昨
年
の
梅
雨
期
に
発
生
し
、
県
林
務

課
と
調
査
で
、
民
家
か
ら
遠
く
問
題
な
い

こ
と
で
様
子
を
見
て
い
た
が
今
年
４
月
の

大
分
県
の
山
崩
れ
を
受
け
、
再
調
査
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

場
所
は
、
権
現
山
の
南
東
80
メ
ー
ト
ル

下
の
山
腹
で
上
下
に
里
道
が
通
っ
て
お
り

ま
す
。
高
さ
30
メ
ー
ト
ル
の
垂
直
な
石
灰

岩
の
岩
盤
斜
面
が
崩
壊
し
２
メ
ー
ト
ル
程

度
の
石
や
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
が
、
下

の
里
道
ま
で
は
到
達
し
て
お
ら
ず
、
昨
年

の
崩
壊
発
生
か
ら
崩
壊
域
の
拡
大
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
対
応
は
、
豪
雨
な
ど
の
影
響
で

落
石
や
崩
壊
域
の
拡
大
、
土
砂
の
流
下
が

懸
念
さ
れ
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
と
注
意

喚
起
を
行
い
ま
す
。

問
国
有
林
を
学
校
林
と
し
て
借
り
受
け

植
林
、
杉
１
万
１
千
７
２
５
本
、
檜

３
千
７
０
０
本
、
��
年
か
ら
��
年
経
過
し

て
お
り
、
公
共
施
設
等
に
運
用
、
ま
た
、

先
輩
が
植
林
し
た
森
林
を
「
熊
本
県
学
び

の
森
活
動
推
進
事
業
」で
整
備
し
、
森
林
環

境
活
動
に
。

答
産
業
振
興
課
長

馬
伏
地
区
南
側
の
国
有
林
を
借
り
受

け
植
林
、
期
間
満
了
の
対
応
に
つ
い
て
は

売
却
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と
思
わ
れ

ま
す
。
収
益
の
割
合
は
町
８
割
国
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
に
公
共
施
設
等
へ

の
運
用
で
す
が
、
立
木
は
町
と
国
の
共
有

物
で
あ
り
、
木
を
売
却
し
、
そ
の
収
益
を

分
け
合
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
熊

本
県
学
び
の
森
活
動
推
進
事
業
」を
活
用

し
た
森
林
環
境
活
動
で
す
が
、
国
有
林
の

た
め
国
と
の
調
整
も
あ
り
、
周
囲
は
傾
斜

地
で
、
動
物
対
策
等
の
ク
リ
ア
す
る
課
題

が
多
い
と
考
え
ま
す
。

「
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」

木
葉
山
の
山
崩
れ

学
校
林

大
城
戸　

廣
澄

狩
野　

勝
次

木
葉
山
の
山
崩
れ

学
校
林
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
人
の
命
を
守
る
医
療
の
現
場
で
超
過

勤
務
が
常
態
化
し
て
い
た
件
で
、
労

使
協
定
の
範
囲
か
、
ま
た
職
員
の
衛
生
環

境
を
守
る
機
能
等
問
題
で
す
。
新
病
院
構

想
に
も
期
待
も
高
ま
る
中
、
水
を
差
す
事

案
に
ど
の
様
に
お
考
え
で
す
か
。

答
町
長

大
変
遺
憾
な
こ
と
で
す
。
労
使
協
定

を
無
視
し
て
甚
だ
し
い
超
過
勤
務
で
す
。

内
部
か
ら
再
三
、
上
司
に
言
っ
て
も
無
視

し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
健
康
管
理
面
か
ら

問
題
に
な
っ
た
の
が
医
者
の
息
子
で
、
そ

の
医
者
自
体
が
健
康
管
理
を
担
当
す
る
人

で
あ
り
ま
す
の
で
何
た
る
こ
と
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
後
、
第
三
者
委
員
会
の
結

論
を
待
っ
て
厳
し
く
対
応
し
ま
す
。

まとめ
今
回
の
件
で
は
、
理
事
長
本
人
が
出

向
い
て
お
詫
び
さ
れ
る
案
件
と
思
い

ま
す
が
謝
罪
が
あ
り
ま
せ
ん
。
第
三

者
委
員
会
の
結
論
次
第
で
は
厳
し
く
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
施
設
使
用
料
で
�0
ａ
以
下
が
値
下
げ

さ
れ
ま
し
た
。
町
長
は
相
応
の
御
負

担
を
い
た
だ
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
６
５

０
０
円
が
基
準
額
と
考
え
ま
す
。
積
算
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
産
業
振
興
課
長

こ
こ
数
年
、
修
繕
料
及
び
、
工
事
費

が
増
加
し
て
き
た
た
め
、
過
去
３
年
間
の

維
持
費
の
平
均
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

将
来
的
に
は
組
合
を
設
立
し
て
い
た
だ
き
、

管
理
運
営
し
て
も
ら
う
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。

まとめ
今
後
、
農
家
数
も
減
り
続
け
ま
す
。

後
継
者
も
い
ま
せ
ん
し
、
�0
年
も
す

れ
ば
ど
う
な
る
か
、
目
に
見
え
て
い

ま
す
。
面
積
で
負
担
金
の
徴
収
は
致
し
方

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
利
用
が
少
な

い
方
は
特
例
的
に
配
慮
さ
れ
て
も
、
基
準

額
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
考
え
ま
す
。
ま

た
今
後
更
新
が
近
づ
い
て
き
た
施
設
で
す
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
で
運
営
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
玉
東
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
・
白
木
川

堤
防
部
分
の
歩
道
が
狭
く
、
ま
た
路

面
状
態
が
悪
く
危
険
で
す
。
改
修
す
べ
き

と
思
い
伺
い
ま
す
。

答
教
育
委
員
会
事
務
局
長

当
該
歩
道
は
、
全
校
生
徒
１
５
３
名

の
う
ち
72
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

歩
道
の
状
況
は
、
幅
員
80
㎝
〜
１
０
０

㎝
で
路
面
も
簡
易
的
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
で
、
路
面
は
凸
凹
が
非
常
に
目
立
っ
た

状
態
で
、
河
川
側
法
面
部
分
に
は
陥
没
し

て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
ま
す
。
陥
没
し

て
い
る
部
分
は
、
熊
本
県
に
確
認
に
し
た

と
こ
ろ
、
近
日
中
に
採
石
と
セ
メ
ン
ト
を

入
れ
て
仮
埋
め
で
き
る
よ
う
準
備
を
現
在

進
め
て
い
る
と
の
回
答
で
す
。

答
町
長

部
室
裏
の
フ
ェ
ン
ス
、
こ
れ
か
ら
Ｌ

型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
直
角
に
上
げ
て
幅
員

を
広
げ
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
よ
う

に
防
護
柵
を
造
っ
て
い
き
た
い
と
、
そ
の

為
に
県
と
の
協
議
が
必
要
で
す
の
で
し
っ

か
り
煮
詰
め
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
公
立
玉
名
中
央
病
院
で
の
異
常
な
残

業
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
問
題

の
真
相
と
町
と
し
て
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
町
長

今
朝
の
熊
日
新
聞
に
も
報
道
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
労
働
基
準
局
か
ら
是
正

勧
告
と
い
う
形
で
指
導
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
管
理
者
と
し
て
は
、
今
、
第
三
者
委

員
会
・
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・
労
務
士
、

こ
の
３
者
で
、
不
当
残
業
も
含
め
て
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

玉東中東側歩道

玉
名
中
央
病
院
の
超
過
勤
務

農
業
用
潅
水
施
設
の
使
用
料

玉
東
中
学
校
歩
道

玉
名
中
央
病
院
の
超
過
勤
務

坂
村　

勇
治

坂
本　

和
也
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平
成
30
年
７
月
９
日
、

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
に
て

熊
本
県
下
の
町
村
議
会
常

任
委
員
長
。
議
会
運
営
委

員
長
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
県
下

31
町
村
の
各
委
員
長
・
議

会
事
務
局
長
約
１
７
０
名

で
行
わ
れ
た
。

　

研
修
で
は
、
講
師
に
立

正
大
学
客
員
教
授
・
総
務

省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
高
野
誠
鮮
氏
の

「
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
村

の
原
案
）
の
演

題
で
講
演
が
あ

っ
た
。

　

石
川
県
羽
咋

市
神
子
原
地
区

と
は
、
住
民
４

５
９
人（
20
年

間
で
半
減
）・

高
齢
化
率
54
％

の
豪
雪
地
区
で

高
い
離
村
離
農

率
、
耕
作
放
棄

地
も
多
く
耕
作

面
積
１
１
０
㏊

中
遊
休
地
が
46

㏊
。

　

高
野
氏
の
型
破
り
な
挑

戦
と
快
挙
は
ど
ん
な
思
考

回
路
、
発
想
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
の
か
、
１
時
間

少
々
の
講
演
か
ら
は
と
う

て
い
把
握
出
来
る
も
の
で

は
無
か
っ
た
が
、
何
事
に

お
い
て
も
疲
弊
す
る
原
因

と
対
策
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の

の
見
方
考
え
方
に
つ
い
て

も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
出
来
な
か
っ

た
こ
と
は
や
り
方
を
変
え

る
、
出
来
な
い
理
由
を
言

う
よ
り
出
来
る
道
を
探
す
。

　

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

込
め
ら
れ
た
講
演
で
あ
っ

た
と
感
じ
た
。

　

今
回
参
加
し
た
各
常
任

委
員
長
、
そ
れ
ぞ
れ
感
じ

取
っ
た
こ
と
を
糧
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
・

活
動
に
活
か
す
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
精
一
杯
活
動
し

て
い
き
ま
す

平
成
30
年
度 

町
村
議
会
常
任
委
員
長
・

議
会
運
営
委
員
長
研
修
報
告

委
員
長
　
清
田　

高
広

限
界
集
落
を
活
性
化
さ

せ
ス
ー
パ
ー
公
務
員
と

い
わ
れ
た
、
高
野
誠
鮮

氏
の
講
演
を
聴
い
た
。

限
界
集
落
の
活
性
化
は

可
能
か
？

月　日 日　　　程

６月13日㈬

1 会議録署名議員の指名

2 会期の決定

３ 一般質問

4 議案第42号 玉東町職員の定数条例の一部を改正する条例の制定

5 　〃　43号 職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定

6 　〃　44号 玉東町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定

7 　〃　45号 ぎよくとう総合福祉保健センターふれあいの丘設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

8 休会の件

６月14日㈭ 休会 議案調査、審議のため

６月15日金

1 議案第46号 平成30年度玉東町一般会計補正予算（第2号）

2 　〃　47号 平成30年度玉東町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

3 　〃　48号 平成30年度玉東町介護保険特別会計補正予算（第1号）

4 　〃　49号 平成30年度玉東町宅地開発特別会計補正予算（第1号）

5 　〃　50号 玉東町固定資産評価審査委員会委員の選任同意

6 発議第1号 平成30年度玉東町議会議員所管事務調査研修の実施

7 請願・陳情の件

8 閉会中の継続調査申出書（議会運営委員会、総務・経済・建設常任委員会、厚生・文教・税務常任委員会）

平成30年第２回議会定例会（議事日程）
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議会の動き議会の動き議会の動き

7月	4〜6日 職場対抗球技大会（6日は大雨中止）

10日広報委員会

13日広報委員会

20日臨時議会、全員協議会

介護ホームはぶの夕涼み会

28日葉山苑夏祭り

6月	 1日ふれあいの丘運営委員会

7日町防災会議

13〜15日 6月議会定例会

18日玉東町社協理事会

19日夏まつり実行委員会

5月	 20日玉東中学校体育大会

27日山北・木葉小学校体育祭

28〜30日議長・副議長研修会

30日ともに歩む会総会

編 

集 

後 

記

この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。

編  

集
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

狩
野　

勝
次

副
委
員
長　

田
添　

善
史

委　
　

員　

清
田　

高
広

委　
　

員　

坂
村　

勇
治

委　
　

員　

大
城
戸
廣
澄

玉
東
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

8
5
¦
３
１
８
９

　

ツ
バ
メ
の
さ
え
ず
り
で

目
が
覚
め
、
田
ん
ぼ
へ
行

き
穏
や
か
で
実
り
多
い
年

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
カ
エ

ル
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が

ら
田
植
し
た
。
小
学
生
の

孫
２
人
は
泥
ん
こ
で
遊
ん

で
、
昼
飯
の
お
に
ぎ
り
が

と
て
も
お
い
し
く
、
畦
み

ち
で
み
ん
な
で
食
べ
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
２
年
が

過
ぎ
、
震
度
６
弱
の
大
阪

府
北
部
地
震
が
発
生
。
更

に
７
月
に
入
り
西
日
本
豪

雨
で
各
地
で
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
風
水
害
の
時
期
、
家

族
や
地
域
で
減
災
防
災
の

備
え
を
。	

 

（
大
城
戸
）

一般社団法人 ぷらっとぎょくとう

΀Βͬͱ͗ΐ͘ͱ͏ϝϯόʔ

前田 永田 中川

次
回
の
議
会
開
催
は
９
月
中
旬
で
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
、広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
、請
願
・

陳
情
等
、ま
た
、議
会
広
報
紙
へ
の
写
真
・
記
事
等
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


